
 

５
月
１
日
は
労
働
者
の
日
、
メ
ー

デ
ー
で
す
。 

 

メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６
年
、
ア

メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
、
工
場
労
働
者

が
過
酷
な
労
働
に
対
し
て｢

８
時
間
労

働
制｣

を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

行
っ
た
の
が
起
源
で
す
。
そ
の
３
年

後
、
シ
カ
ゴ
の
労

働
者
は
再
び
立
ち

あ
が
り
、
世
界
中

の
労
働
者
に
呼
び

か
け
、
５
月
１
日

を

国

際

的

な

連

帯
、
共
同
の
日
に

す
る
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
こ

う
し
て
一
つ
の
旗

の
下
、
労
働
者
の

国
際
的
共
同
行
動

が

始

ま

り

ま

し

た
。 

 

日
本
で
労
働
運

動
が
始
ま
っ
た
の

は
、
明
治
時
代
以

降
。
労
働
者
は
生

き
る
た
め
に
労
働

組
合
を
作
り
、
弾

圧
に
も
負
け
ず
闘

い
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
日
本
で
初
め
て

の
メ
ー
デ
ー
が
東
京
の
上
野
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
掲
げ

ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、｢

失
業
の

防
止｣｢

治
安
警
察
法
反
対｣｢

最
低

賃
金
法
の
制
定｣

で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
戦
後
初
の｢

食
糧
メ
ー

デ
ー｣(

１
９
４
６
年)

、
１
９
５
２

年
の｢

血
の
メ
ー
デ
ー｣

、
１
９
８

９
年
の
労
働
戦
線
の
再
編
の
中
で

の
闘
う
メ
ー
デ
ー
の
継
承
、
２
０

０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経

た
翌
年
の｢

雇
用
メ
ー
デ
ー｣

、
２
０

１
３
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に｢

被
災

地
支
援･

復
興｣

を
打
ち
出
し
て｢

雇
用

と
生
活
の
確
保｣

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

し
た
メ
ー
デ
ー
な
ど
を
経
て
、
今
年

の
メ
ー
デ
ー
に
至
り
ま
す
。 

 
今
年
の
メ
ー
デ
ー
の
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、｢

仲
間

を
増
や
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ･
底
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う｣｢

最
賃
全
国
一
律

法
制
化
実
現
、
今
す
ぐ
時
給

１
５
０
０
円
以
上
へ
の
引
き

上
げ
と
１
７
０
０
円
へ
の
道

筋
を｣

な
ど
で
す
。 

 

上
越
で
の
集
会
は
、
午
後

２
時
か
ら
雁
木
通

り
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
、
日
本
共
産

党
を
代
表
し
て
橋

爪
議
員
が
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
三
和
区

で
も
営
巣
し
て
産

卵･

抱
卵
し
た
こ
と

を
伝
え
な
が
ら
、

熱
を
込
め
て
次
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。 

 
｢

原
発
再
稼
働
の
県
民
投
票
条
例
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
制
定
に

向
け
て
の
運
動
は
、
今
後
の
運
動
に

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

メ
不
足
は
一
年
で
は
終
わ
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
〝
日
本
の
食
料
は
日
本
の

大
地
か
ら
〟
を
重
視
し
、
生
産
者
と

消
費
者
を
支
援
す
る
農
政
へ
今
こ
そ

転
換
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う｣  

 

続
い
て
プ
ラ
カ
ー
ド
披
露
が
行
わ

れ
、
各
団
体
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ

ラ
カ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。(

こ
の

プ
ラ
カ
ー
ド
は
そ
の
後
の
パ
レ
ー
ド

で
市
民
の
目
に
訴
え
る
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た) 

 

そ
の
後
、
参
加
し
た
各
団
体
か
ら

の
活
動
報
告
と
決
意
表
明
が
行
わ
れ

た
後
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
て

集
会
を
終
了
し
、
本
町
や
上
越
大
通

り
を
練
り
歩
く
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

し
た
。 

 

デ
モ
行
進
で
は
、
連
休
に
囲
ま
れ

た
平
日
で
、
中
学
生
や
高
校
生
の
下

校
時
間
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
若
者
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
応
援

の
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。 

 
 

Ｎｏ.８７０      ２０２５年５月１１日 
 

連 上野 公悦 ( ) 
絡 橋爪 法一 (吉川区代石) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 https://jcpjoetsugiindan.webnode.jp/ 

 4月22日、市内の小学校で給食に異物が混

入したにもかかわらずそのまま給食を継続

したという事故が発生しました。市教委の

報告によると、｢給食の配膳時に黒板横に立

てかけてあった蛍光管が床に倒れ、蛍光管

が破損した。破損した蛍光管の破片が児童

の頭や足に当たったり、破片の一部が給食

に混入し、児童が口にしたりした｣というも

のです。 

 市教委は3月28日に異物混入が認めらた

際には給食を直ちに中止するよう指示し

たとのことですが、そのことが現場に徹

底されていなかったことになります。ま

た、蛍光灯の取り替えを不慣れな職員が

行うような体制であったことも、事故発

生の原因の一つです。 

 市内では近年、毎年のように給食に関

する事故が発生しています。給食は食を

通して子どもたちの成長を保障する大事

な教育活動の一環であると共に、子ども

たちにとっては学校生活における楽しみ

の時間でもあります。その給食の安全は

何よりも優先しなくてはなりません。そ

の体制づくりを何にも増して重要視する

ことが求められます。 


